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第６学年　体育科学習指導案
１組　計34人（男子15人，女子19人）

指導者　　西　村　慎　哉　

１　単　　　元　　みんなでねらうぞタッチダウン！フラッグフットボール（ゴール型）

２　単元の目標

　「作戦を生かしてタッチダウンを決めたい。」，「みんなで協力して練習し，ゲームに勝ちたい。」といっ

た願いをもち，友達と助け合いながら練習やゲームに進んで挑戦する中で，ボール操作の技能やボー

ルを持たないときの動きを身に付けることができる。そして，作戦を成功させるためのポイントやチー

ムの特徴に応じた作戦を見付け，ゲームに生かすことができる。

３　単元の評価規準

運動への関心・意欲・態度 運動についての思考・判断 運　動　の　技　能

　ルールやマナーを守り，場や

用具の安全に気を配りながら，

友達と助け合って練習やゲーム

に進んで取り組もうとしている。

　ルールを工夫したり，自

分のチームの特徴に応じた

作戦を立てたりしている。

・　ボールを持って走り抜けることが

できる。

・　ボールを持たない時に意図的にサ

ポートの動きをすることができる。

４　単元について

　⑴　単元の位置とねらい

　子どもたちはこれまでに「４年：みんなが楽しめるボール運び鬼をつくって楽しもう」の学習を

通して，プレーヤーの数やコートのつくりなどを工夫しながらチームで協力して勝敗を競うゲーム

の楽しさを味わってきている。そのことで，「攻め方を工夫して，タッチダウンを決めたい。」，「自

分たちが立てた作戦を成功させてゲームに勝ちたい。」などの欲求をもっている。

　そこで本単元では，ゲームの結果と自分たちの作戦を関係付けながら学習を進めることで，攻め

方のポイントを見付けたり，チームの特徴に応じた作戦を立てたりすることができるようにする。

その中で，「ボールを持って走り抜ける。」，「ボールを持たない時にサポートの動きをする。」といっ

た技能も高めながら，得点し合って勝敗を競うゴール型のゲームの楽しさを味わうことができるよ

うにする。

　この学習は，シュートやドリブルといったボール操作の技能を高めながら，自分のチームの特徴

に応じた作戦を立ててゲームを楽しむ「６年：みんなでゴール！フリーゾーンバスケットボール」

の学習へと生かされていく。

　⑵　学習内容の系統及び重点化（「技能」及び「思考・判断」の内容）◎を重点化

２年：宝取り鬼

　　　ボール運び鬼

○　簡単なボール操作

◎　ボールを持たない時の動き

○　場や得点の工夫

◎　攻め方を見付ける

５年：簡易化された

　　　ハンドボール

○　ボール操作

◎　ボールを持たない時の動き

◎　ルール・コートの工夫

○　作戦の工夫

４年：フラッグフットボール

　　　を易しくしたゲーム

○　簡単なボール操作

◎　ボールを持たない時の動き

◎　ルール・コートの工夫

○　簡単な作戦の工夫

６年：簡易化された

　　　ソフトバレーボール

◎　ボール操作

○　ボールを持たない時の動き

○　ルール・コートの工夫

◎　作戦の工夫

６年：簡易化された

　　　バスケットボール

◎　ボール操作

○　ボールを持たない時の動き

○　ルール・コートの工夫

◎　作戦の工夫

６年：簡易化された

　　　フラッグフットボール

○　ボール操作

◎　ボールを持たない時の動き

○　ルール・コートの工夫

◎　作戦の工夫
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　⑶　子どもの実態（調査日　平成27年9月11日，調査人数34人）

項　　　目 回　　　答（数字は人数）

１　フラッグフットボール

への興味・関心

・好き（16）　　・どちらかといえば好き（15）

・どちらかといえば嫌い（3）　　・嫌い（0）

理　　由
○楽しい（12），作戦を立てるのが面白い（10），協力できる（5），技能が簡単（4）

●フラッグが取られる（2），フラッグフットボールの仕方が分からない（1）

２　単元の学習問題

・みんなが楽しめるような作戦を考えて，優勝チームを目指そう（15）

・たくさん得点を決めてフラッグフットボールを楽しもう（13）

・ルールを工夫して，みんなが楽しめるフラッグフットボールを作ろう（6）

３　作戦の工夫

・みんながボールを持っているように走るおとり作戦（24）

・ボールを持っていない人が相手を邪魔するガード作戦（8）

・分からない（2）

４　ボール運び鬼でボール

持って走り抜ける（２分）
４回以上 5 ２〜３回 15 １回 12 ０回 2

５　しっぽ取り鬼で相手の

フラッグを取る（30秒）
５本以上 3 ３〜４本 13 １〜２本 10 ０本 8

　⑷　教材「フラッグフットボール」について

　本単元では，すべての子どもが作戦を成功させるためのポイントやチームの特徴に応じた作戦を

見付けながら楽しくゲームに取り組むことができるように，以下のような工夫をした。

○　プレーヤーの数を減らしたり，パスは行わないというプレー上の制限をしたりするなどゲーム

の簡易化をすることで，すべての子どもが学習問題を追求することができるようにする。また，

パスを行わずランプレーだけに制限することで，ボールを持たないときのサポートの動きを身に

付けることができるようにする。

○　一回の攻撃ごとに作戦タイムを設けることで，チームで立てた作戦が成功したかどうか振り返

ることができ，作戦を確認しながらゲームをすることができるようにする。

５　指導に当たって

　⑴　「自分事の問い」をもつための手立ての充実【研究内容１】

○　「作戦を成功させるポイントを見付ける段階」では，自分なりに考えた作戦を試行する「試し

のゲーム」を設定することで，作戦が妥当であったか確かめることができるようにする。

○　前時の学習を振り返り，自分やチームの課題について焦点化を図ることで，学習問題を設定す

ることができるようにする。

　⑵　「自分事の問い」を解決するための「学び合い」の設定【研究内容２】

○　子どもの思考の変容を想定した「『学び合い』想定シート」を作成することで，「学び合い」の

目的や視点，各一単位時間の「学び合い」を明確にすることができるようにする。

○　一つのチームを二つに分けてゲームを行うことで，お互いのゲームを客観的に見ながら，　　

ゲーム中に応援したり作戦タイムでアドバイスし合ったりすることができるようにする。

○　「学び合い」を行う前に，「ゲームでたくさん得点が取れるように，どの作戦をどの順番で使う

のか話し合いましょう。」などの「学び合い」の目的と視点を明確に示して全体で共有することで，

考えを広げたり深めたりする「学び合い」を行うことができるようにする。

　⑶　自己の変容を実感できる評価の在り方【研究内容３】

○　「できる」，「かかわる」，「わかる」，「あせいっぱい」の四つの観点に沿ってレーダーチャート

を活用した自己評価や「本時の振り返り」と「次時に頑張りたいこと」を記述する自己評価を行

い，単元を通して積み重ねることで，自己の考えの変容を実感できるようにする。

○　単元の終末に振り返る活動を取り入れることで，単元を通した学習のよさを実感し，次の学習

に向けて意欲を高めることができるようにする。
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ボ

ー
ル

に
必

要
な

技

能
を

楽
し

み
な

が
ら

身
に

付
け

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

。

○
　
ど
の
作
戦
を
ど
の
順
番
で
使
う
の
か
，
隣
の
友
達
と
話
合
う
活

動
を

設
定

す
る

こ
と

で
，「

自
分

事
の

問
い

」
を

解
決

す
る

見
通

し
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

○
　

ゲ
ー

ム
Ⅰ

の
結

果
を

基
に

，
作

戦
の

順
番

を
選

ん
だ

根
拠

に
つ

い
て

全
員

で
話

し
合

う
こ

と
で

，
作

戦
の

順
番

を
選

ぶ
ポ

イ
ン

ト

に
つ

い
て

共
有

で
き

る
よ

う
に

す
る

。

○
　

体
育

ノ
ー

ト
に

自
分

の
考

え
を

記
入

す
る

こ
と

で
，

考
え

を

も
っ

て
「

学
び

合
い

」
に

参
加

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

◆
　

た
く

さ
ん

得
点

を
取

る
た

め
の

作
戦

を
立

て
て

ゲ
ー

ム
を

行

う
こ

と
が

で
き

る
。

　
　

　
　

　【
思

考
・

判
断

：
発

言
・

観
察

】

○
　
作
戦
ボ
ー
ド
を
活
用
し
な
が
ら
話
し
合
っ
た
り
，
実
際
に
動
き

な
が
ら
確
認
し
合
っ
た
り
す
る
こ
と
で
，
作
戦
を
成
功
さ
せ
る
ポ

イ
ン
ト
や
動
き
方
を
全
員
で
共
有
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

○
　

ゲ
ー

ム
中

は
作

戦
を

意
識

し
た

意
図

的
な

攻
め

方
が

で
き

て
い

る
チ

ー
ム

や
子

ど
も

を
称

賛
す

る
こ

と
で

，
ゲ

ー
ム

に
よ

り
意

欲

的
に

参
加

で
き

る
よ

う
に

す
る

。

○
　
一
回
の
攻
撃
ご
と
に
１
分
間
の
作
戦
タ
イ
ム
を
設
定
す
る
こ
と

で
，
コ
ー
ト
の
外
で
応
援
し
て
い
る
チ
ー
ム
メ
イ
ト
か
ら
ア
ド
バ

イ
ス
を
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

○
　

本
時

の
振

り
返

り
と

次
時

に
頑

張
り

た
い

こ
と

を
体

育
ノ

ー
ト

に
記

入
す

る
こ

と
で

，
次

時
の

課
題

を
見

い
だ

す
こ

と
が

で
き

る

よ
う

に
す

る
。

○
　
四
つ
の
観
点
に
沿
っ
て
，
レ
ー
ダ
ー
チ
ャ
ー
ト
を
使
っ
て
自
己

評
価
し
，
前
時
ま
で
の
自
己
評
価
結
果
と
比
較
す
る
こ
と
で
，
自

己
の
変
容
を
視
覚
的
に
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

　
た

く
さ

ん
得

点
を

取
る

た
め

に
は

，
ど

の
作

戦
を

ど
の

順
番

で
選

べ
ば

よ
い

の
だ

ろ
う

か
。

　
チ

ー
ム

に
合

う
作

戦
を

選
ぶ

こ
と

が
で

き
た

の
で

，
作

戦
を

ど
の

順
番

で
選

べ
ば

い
い

の
か

考
え

た
い

で
す

。

　
高

い
得

点
を

取
れ

た
作

戦
を

選
ぶ

と
勝

つ
こ

と
が

で
き

た
。

　
同

じ
作

戦
で

ボ
ー

ル
を

持
っ

て

い
る

人
を

替
え

る
の

も
効

果
的

だ
。

　
試

合
の

状
況

に
応

じ
て

，
作

戦

を
選

び
直

す
こ

と
も

大
切

だ
。

　
た

く
さ

ん
得

点
を

取
る

た
め

に
，

３
回

の

攻
撃

の
仕

方
を

も
っ

と
工

夫
し

た
い

で
す

。

　
同

じ
チ

ー
ム

の
中

で
攻

め
と

守
り

に
分

か
れ

て
，

実
際

に
動

き
な

が
ら

確
認

を
し

よ
う

よ
。

　
作

戦
の

順
番

を
選

ぶ
ポ

イ
ン

ト
を

使
う

と
，

前

よ
り

も
得

点
が

取
れ

る
よ

う
に

な
り

ま
し

た
。

　
こ

れ
ま

で
の

学
習

を
生

か
し

て
新

し
い

作
戦

も

立
て

て
み

た
い

で
す

。

　
や

っ
ぱ

り
，「

ス
ー

パ
ー

ク
ロ

ス
作

戦
」

で

ボ
ー

ル
を

持
っ

て
い

る
人

を
替

え
る

と
成

功

し
や

す
い

ね
。

作
戦

成
功

だ
ね

。

　
３

回
目

の
攻

撃
で

，
タ

ッ
チ

ダ
ウ

ン

を
し

な
い

と
勝

て
な

い
か

ら
，

一
番

成

功
し

や
す

い
「

右
か

べ
作

戦
」

に
変

更

し
よ

う
よ

。

　
ゲ
ー
ム
で
た
く
さ
ん
得
点
が
取
れ
る
よ
う
に
，
ど
の
作
戦
を
ど
の
順
番
で
使
う
の
か
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

つ か む
（

1
0
）

挑 　 戦 　 す 　 る
（

3
0
）

確 か め る
（

5
）

　
私

は
「

右
か

べ
作

戦
」，

「
右

に
行

く
ぞ

！
作

戦
」，「

ス
ー

パ
ー

ク
ロ

ス
作

戦
」

が
い

い
と

思
う

。

だ
っ

て
，

成
功

し
た

回
数

が
多

い
か

ら
。

　「
ス

ー
パ

ー
ク

ロ
ス

作
戦

」
を

２
回

使
っ

て
み

る
の

は
ど

う
か

な
。

ボ
ー

ル
を

持
っ

て
い

る
人

を
替

え
る

と
相

手
を

だ
ま

す
こ

と
が

で
き

る
と

思
う

よ
。
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